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	1. 研究プロジェクトの全体像　

	１) 目的と背景

	目的

(1)人間活動と生態系ネットワークの関係を、共通点と相違点が明確な2地域において明らかにする
　モンゴル草原とボルネオ熱帯林で、観測と調査によって生態系ネットワークの現状および変遷過程を分析することで、人間活動の生態系への影響をネットワーク構造の観点から明らかにする。

(2)異なるシナリオに基づいた生態系ネットワークの予測と評価のモデルを示す
　２対象地域の生態系ネットワーク構造をもとに地域モデルを構築し、想定される複数の異なる条件を与えこれらに対する生態系ネットワークの応答予測のセットをシナリオとして提示する。

(3)生態系ネットワークの観点を取り入れることにより地球環境問題に新しい視点を与える
　２対象地域のケーススタディーから、どのようなネットワークの構造が地球環境問題を引き起こすのか、また環境問題の解決にどのようなネットワークの再生が可能なのか、地球環境問題とその解決について一般化した考察をおこなう。

背景

現在、地球上のあらゆる生態系が人間活動の影響により縮小・劣化し、危機に瀕していることは、生物多様性および生態系機能の喪失という地球環境問題として広く認識されている。しかし、従来の研究では、人間活動が与える生態系の構成要素への直接的な影響だけが扱われ、間接効果、カスケード効果など生態系ネットワークを介して引き起こしうる生態系の崩壊や劣化は十分に扱われていない。これをふまえ、本プロジェクトでは、生態系ネットワークの変化という新しい視点で環境問題を捉える。



	２) 地球環境問題の解決にどう資する研究なのか？

	　本プロジェクトは、これまで研究が遅れていた人間社会と生態系の相互作用ネットワークの構造をモデルに取り入れることで、環境問題、とくに様々な人間が複雑に関与する生態系の劣化の問題を扱うことができる。過去の文献、統計データ、現地調査を組み合わせ、シミュレーションモデルによるシナリオ予測にまで到達させることによって、地球環境問題の本質の理解と従来の枠を超えたシナリオ分析の手法を大きく進展させたいと考えている。



	３) 領域プログラムにおける位置付け 

	　土地被覆が変化するとどのように生物多様性が変化するのかを調べることによって、多様性領域プログラムに貢献することはもちろんであるが、自然に依存して暮らす住民の文化多様性についても研究する。とくに、経済システムや土地利用の法制化とともに、どのような伝統的文化が生態系の崩壊を防ぎ、再生に貢献するのかを検討する。このプロジェクトは、生態系サービスの持続的利用の方策を検討するので、多様性領域の他に、資源・循環領域にも大きく貢献できる。




	2. 全研究プロセスにおける本年度の課題と成果

	１) 本年度の研究課題

	 【モデリング班】

土地被覆のGIS解析のための環境・データ整備を行い、解析を開始するとともに、大・中スケールの植生変動モデル、および、村や世帯をエージェントとしたABMモデルの作成を開始する。

【モンゴル班・サラワク班】

広域多点調査、および、重点地域調査を開始する。



	２）本年度に挙げ得た成果

	【モデリング班】

(1) 衛星画像を用いた土地被覆解析

　MODIS（中分解能撮像分光放射計）のデータよりNDVI（植生指数）を取り込み、それを植物バイオマスに変換する手法を検討した。気象データを取り込み、潜在植生バイオマスを推定し、NDVIとの差から被食量を推定する方法を検討した。また、ALOS（陸域観測技術衛星）と地上観測から精度の高い森林バイオマスを推定する方法を検討した。
(2) シミュレーションモデル

　数値実験を担当する研究員を雇用し、モンゴルでの遊牧民の移動と家畜の被食による植生変動を結びつける中スケールモデルを作成し、数値実験を開始した。遊牧民の季節移動のパターンが明らかになり、遊牧民の移入と移出の前後で、植物バイオマスが顕著に減少することが分かった。
(3) 同位体試料サンプリングと食物網解析

　人間の依存している生物資源推定のためのサンプリングをモンゴルで開始できた。土地被覆の相違による食物網の変化を解析するための理論的方法を検討した。

【モンゴル班】

(1) 広域多点調査

　移動、牧畜経営、商品価格と流通など遊牧民の生活実態を、都市と地方、土地私有化、グローバル経済などの視点で統計データを整備したが、とくに、人口と家畜についてはソム（郡）単位のデータベースを作成しGIS化した。これらから、最近のカシミアの需要増にともなって、主要道路沿いのソムのヤギ密度が増加していることが分かった。ヤギの増加やウランバートル周辺への遊牧民の集中に関しては、その要因を分析するために遊牧民へのアンケート調査を行った。

(2) 重点地域調査

　モンゴルでは、森林ステップ、ステップ、乾燥ステップの３地域に重点調査地点を設けているが、気温・降水量・蒸発量・土壌水分などが観測できる気象観測装置を設置した。とくに、森林ステップ地帯の森林と草地の関係、ステップと乾燥ステップ地帯の低木優占植生と草本植生の関係を明らかにする見通しが得られた。植物の水利用や窒素循環についても新たな知見が得られた。また、２カ所で家畜にGPSを取り付けたデータから、家畜の日内移動のパターンおよび、近接ゲル間の関係などが分析できた。森林ステップ地域における遊牧民に対するアンケートの結果から、遊牧民の季節移動のパターンとその要因について分析を始めた。

【サラワク班】

(1) 広域多点調査

　今年度から２年間の予定で、先住民の生態利用と生態系ネットワークとの関係を明らかにするために、広域多点（50〜100村）調査を始めた。調査項目には、地理的な位置、文化・社会的背景（民俗、移住してからの時間、教育）、外との関係（NGO、政府など）、村落間の物流、情報、血縁ネットワークの構造、まわりの森林の状況、生物多様性、食物網構造などが含まれている。今年度は、ラジャン川流域30村の各30戸を対象に調査を行った。今年度末までに予備解析を行い来年度に活かす。

(2) 重点地域調査

　生物間ネットワークは人間活動によって大きく影響を受けると考えられるが、その影響は未知の部分が多い。食物網構造や種子散布、送粉などに関わる生物間相互作用を調べ、森林間の比較を行うために、今年度にランビル国立公園とその周辺の森林であらたに調査区を設け、プロットの設定、および一部の調査を開始した。それと平行して、先住民の森林利用、土地や生態資源の所有制度の変遷などについて詳細な調査を行った。また、生態資源の利用法に関して、経済・社会的調査を行った。


	3.本年度の研究体制

	１) 研究体制

	研究体制：モデリング班、モンゴル班、サラワク班の３班からなる。専門分野（経済・社会と生態）や調査地（モンゴルとサラワク）にとらわれずに調査や議論を行うため、モンゴル班、サラワク班を文系、理系には分けずにそれぞれの統括者をおいた。

予算計画で留意した点：プロジェクトの活動を強力に勧めるため、上級研究員１名、プロジェクト研究員３名を雇用した。
本年度の当初の見込みと変更せざるを得なかった研究体制と予算：標本乾燥機の故障・気象観測システムの内容追加の必要性などの不慮の出来事に対して、予算増加措置をしていただいた。


	


	4.本年度の研究成果についての自己診断

	１) 水準以上の成果を挙げたと評価出来る点

	　まず、プロジェクトメンバー全体で、プロジェクトの目標や到達点、どのような問題に取り組むのかについて議論を行い、共通理解を深めることができたのは大きな成果である。とくに、多くのメンバーはサラワク・モンゴルの調査地の双方をよく知っているわけではない。お互いのサイトの状況を認識し比較することで、もともとの自分の調査地についての認識をあらたにすることもあった。その中で、２地域の生態系ネットワークで描くシナリオについて議論し、今後行わなければならない調査や分析を明確にすることができた。

 　また、昨年度予定した通り、モンゴル・サラワク両地域で、広域の聞き取り調査を開始でき、すでに結果の一部の分析を開始出来たことは高く評価できると考えている。これは、プロジェクト研究員や客員研究員を含むプロジェクトメンバーが粘り強く取り組んだ成果である。

　また、モデルの制作に関しては、モンゴル草原の遊牧による草原バイオマスの変化、中スケールの植生変化のモデルを大きく進展させることができた。これは、モンゴル草原で遊牧の経路の具体的なデータを得られたこと、プロジェクト研究員を含めたモデル班がモンゴル班と調査を共同で行うことができたことが大きく進展できた要因だと考えている。

　サラワクでは、クチンでの熱帯生物学会アジアー大西洋部会において、シンポジウムや研究発表を通じて、プロジェクトの進展状況や研究成果を公表することができた。文理の研究者が共同で研究を行っている事例は同学会でも多くなく、高く評価された。

	２) 水準に達しなかったと評価すべき点

	　サラワクについてのモデルについては、当初計画されていたモデル化が十分にできなかった。サラワクでの植生の変化がモンゴルよりも複雑な社会的要因によって起きているためである。そのため、年度末までにモデル班メンバーがサラワクを訪れ、サラワク班メンバーとともにモデルで扱うべき問題についての理解を深めたいと考えている。来年度は、その部分についてもさらに進展させることができるよう、重点的に努力していきたい。


	5.来年度以降への課題

	 (1) 統計データや現地調査にもとづく、予測と評価のためのモデルを構築するときに、具体的にどのようなシナリオを検討すべきなのかの見極めが非常に重要であることが分かった。来年度以降、メンバー間でのさらなる深い議論によって、シナリオの十分な絞り込みを行いたい。

(2) 我々のプロジェクトが、領域プログラムのタイトルである多様性にもっぱら集中すべきだとしたら無理があるだろう。資源・循環とも深く関わるので、多様性・資源・循環の３つは、大きく括れる枠組みとして捉え、各プロジェクトが、３つの領域に関わる割合を目安として示すのがいいと思う。

(3) プロジェクト研究員の雇用に関して、事務的に強い枠がはめられているが、研究を効率的に進めるという立場から規則を柔軟に運用していただくことを望みます。
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